
Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュ
レーションガイド

初版：2011年 07月 12日

最終更新：2014年 01月 01日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/

Text Part Number: OL-25809-03-J



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version
of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコお

よびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証

をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、

間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものと

します。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意

図的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: http://
www.cisco.com/go/trademarks. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a partnership
relationship between Cisco and any other company. (1110R)

© 2011-2014 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks
http://www.cisco.com/go/trademarks


目次

はじめに vii

対象読者 vii

表記法 vii

関連資料 ix

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート ix

新機能および変更された機能に関する情報 xi

Cisco Nexus 7000：新機能および変更された機能に関する情報 xi

Cisco MDS 9000：新機能および変更された機能に関する情報 xii

概要 1

Fibre Channel over Ethernetに関する情報 1

Fibre Channel Forwarder（ファイバチャネルフォワーダ） 2

ファイバチャネルブリッジ 2

FCoE 3

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）について 3

FCoEおよび FIP 4

FCoE初期化プロトコル 4

FIP仮想リンクのインスタンス化 4

FCoEフレームの形式 5

FCoEフレームの VLANタギング 5

FIPイーサネットフレームの形式 5

DCBX 6

Data Center Bridging Exchangeプロトコル 6

ロスレスイーサネット 7

ローカルリンクのアップ/ダウン 7

統合型ネットワークアダプタ 7

Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
   OL-25809-03-J iii



STP Lite 8

FCoEのデフォルト設定 8

FCoEのライセンス要件 9

注意事項および制約事項 9

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項 9

Cisco MDS 9000シリーズ：注意事項および制約事項 11

FCoEの設定 12

FCoEの有効化 12

Cisco Nexus 7000：FCoEのイネーブル化 12

Cisco MDS 9000シリーズ：FCoEのイネーブル化 13

FCoEの無効化 15

Cisco Nexus 7000：FCoEのディセーブル化 15

Cisco MDS 9000シリーズ：FCoEのディセーブル化 16

FC-Mapの設定 17

ファブリックプライオリティの設定 18

アドバタイズメント間隔の設定 20

FCoEリンクの LANトラフィックの無効化 21

FCoE設定の確認 22

FCoEに関する追加情報 23

FCoEの VLANおよび仮想インターフェイスの設定 25

仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスに関する情報 25

VFポート 26

VEポート 26

FCoEのデフォルト設定 26

FCoEのライセンス要件 27

注意事項および制約事項 27

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項 27

Cisco MDS 9000シリーズ：注意事項および制約事項 29

仮想インターフェイスの設定 30

VSANから VLANへのマッピング 30

仮想ファイバチャネルインターフェイスの作成 32

仮想ファイバチャネルポートチャネルインターフェイスの作成 33

   Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
iv OL-25809-03-J   

目次



仮想ファイバチャネルインターフェイスと VSANとの関連付け 35

VEループバック設定のイネーブル化 37

仮想インターフェイスの確認 38

例：VSANの VLANへのマッピング 39

FCoEに関する追加情報 41

Cisco Nexus 7000シリーズスイッチのストレージ VDC 43

ストレージ VDCに関する情報 43

FCoEのライセンス要件 44

注意事項および制約事項 44

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項 44

Cisco MDS 9000シリーズ：注意事項および制約事項 46

FCoE VDCの設定 47

専用ストレージ VDCの作成 47

Cisco Nexus 7000：FCoEモジュールのライセンシング 49

FCoE VLAN範囲の割り当て 50

共有インターフェイスの割り当て 51

例：ストレージ VDCの設定 54

プラットフォームごとの機能履歴 57

Cisco Nexus 7000：サポートされる機能 57

Cisco MDS 9000：サポートされる機能 57

注意事項と制約事項 59

Cisco Nexus 7000シリーズおよび Cisco MDS 9000の FCoEの確認済みの制限値 59

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項 59

Cisco MDS 9000シリーズ：注意事項および制約事項 61

Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
   OL-25809-03-J v

目次



   Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
vi OL-25809-03-J   

目次



はじめに

ここでは、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide』の対象読者、構成、および表記法について
説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco NX-OSデバイスの設定と保守を担当する、経験のあるユーザを対象と
しています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

関連資料
Cisco Nexus 7000シリーズのマニュアルは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/us/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html

Cisco MDS 9000シリーズのマニュアルは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps5989/tsd_products_support_series_home.html

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』はシスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一
覧を提供するもので、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使
用すると、コンテンツがデスクトップに直接配信されるようになります。 RSSフィードは無料の
サービスです。

Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
   OL-25809-03-J ix

はじめに

関連資料

http://www.cisco.com/en/us/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps5989/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html


   Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
x OL-25809-03-J   

はじめに

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート



新機能および変更された機能に関する情報

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Nexus 7000：新機能および変更された機能に関する情報, xi ページ

• Cisco MDS 9000：新機能および変更された機能に関する情報, xii ページ

Cisco Nexus 7000：新機能および変更された機能に関する
情報

この項では、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチに記載されている新機能と変更された機能ごと
に、リリースに固有の情報を提供します。

このマニュアルの最新バージョンは、次のシスコWebサイトから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco Nexus 7000ソフトウェアに関する追加情報を確認するには、次のシスコWebサイトから入
手できる『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Release Notes』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/prod_release_notes_list.html

表 1：新機能および変更された機能

変更されたリリース説明機能

6.2(6)F2シリーズと F2eシリーズモジュー
ルの物理ポート仮想ポートチャネル

（vPC）経由で Fibre Channel over
Ethernet（FCoE）をサポートします。
この機能は、F35シリーズモジュール
ではサポートされません。

物理ポート vPCを介した FCoE
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変更されたリリース説明機能

6.1(2)F2eシリーズモジュールでの FCoEの
サポート

F2eシリーズモジュールサポート
（SPF+のみ）

6.1(1)F2シリーズモジュールでの FCoEの
サポート

F2シリーズモジュールサポート

6.0(1)—このリリースでの変更はありません

5.2(1)FCoEの最初のサポートFCoE

Cisco MDS 9000：新機能および変更された機能に関する情
報

ここでは、Cisco MDS 9700シリーズスイッチ、Cisco MDS 9500シリーズスイッチ、およびMDS
9250iマルチサービスファブリックスイッチに関して文書化されている新しい機能と変更された
機能ごとのリリース固有の情報を提供します。

このマニュアルの最新バージョンは、次のシスコWebサイトから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/products_installation_and_configuration_guides_list.html

CiscoMDS 9000ソフトウェアに関する追加情報を確認するには、次のシスコWebサイトから入手
できる『Cisco MDS 9000 Series NX-OS Release Notes』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/prod_release_notes_list.html

表 2：新機能および変更された機能

参照先変更されたリリース説明機能

このマニュアル6.2(7)
• FCoEは、イーサネット
モジュール

（DS-X9848-480K9）経
由の 48ポート 10ギガ
ビットファイバチャネ

ルを備えた Cisco MDS
9710上でサポートされ
ます。

FCoE
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参照先変更されたリリース説明機能

•イーサネットポート
チャネルでの Cisco
MDS 9250iマルチサー
ビスファブリックス

イッチの変更または

チャネルグループ ID
番号が更新されまし

た。

• CiscoMDS 9250iマルチ
サービスファブリック

スイッチでのQoS名変
更が更新されました。

FCoE
•イーサネットポート
チャネルでの Cisco
MDS 9250iマルチサー
ビスファブリックス

イッチの変更または

チャネルグループ ID
番号が更新されまし

た。

• CiscoMDS 9250iマルチ
サービスファブリック

スイッチでのQoS名変
更が更新されました。

FCoE

このマニュアル5.2(1)FCoEの最初のサポートFCoE
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第 1 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Fibre Channel over Ethernetに関する情報, 1 ページ

• Fibre Channel Forwarder（ファイバチャネルフォワーダ）, 2 ページ

• ファイバチャネルブリッジ, 2 ページ

Fibre Channel over Ethernet に関する情報
FCoEを使用すると、物理的なイーサネットリンクを介してファイバチャネルトラフィックをカ
プセル化できます。 FCoEおよび FIPフレームでは固有のイーサタイプが使用されるため、FCoE
トラフィックおよび標準イーサネットトラフィックを同一リンクで伝送できます。

従来のイーサネットはベストエフォート型プロトコルです。これは、輻輳が発生したネットワー

クでイーサネットがパケットを廃棄し、再送信など信頼性を確保するための機能は上位プロトコ

ルに委ねられることを意味します。

ファイバチャネルトラフィックにはロスレストランスポート層が必要です。データストレージ

プロトコルでは、1つのデータパケットが単独で消失することは認められません。ネイティブ
ファイバチャネルでは、バッファ間クレジットシステムによりトランスポート層にロスレスサー

ビスが実装されます。

Cisco NX-OSスイッチのイーサネットリンクでは、リンクレベルフロー制御およびプライオリ
ティフロー制御という 2つのメカニズムにより、FCoEトラフィックのロスレストランスポート
が実現されます。

IEEE802.3xリンクレベルフロー制御により、輻輳したレシーバは遠端に信号を発信し、データ送
信を短時間一時停止させます。この一時停止機能はリンク上のすべてのトラフィックに適用され

ます。

Cisco NX-OSプラットフォームのプライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネットリン
ク上のトラフィックの特定のクラスに一時停止機能を適用します。たとえば、PFCは IEEE802.1p
トラフィッククラスを使用して、FCoEトラフィックにロスレスサービス、標準イーサネットト
ラフィックにベストエフォートサービスを提供します。
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Fibre Channel Forwarder（ファイバチャネルフォワーダ）
ファイバチャネルトラフィックにはロスレストランスポート層が必要です。つまり、1つのデー
タパケットも損失しないデータストレージプロトコルが必要です。 FCoEフォワーダ（FCF）
は、統合型ネットワークアダプタ（CNA）などのFCoEエンドデバイスと通信します。FCFは、
イーサネットパケットにカプセル化されたファイバチャネルフレームを受け入れ、これらのパ

ケットをイーサネットネットワークの VLAN経由でリモート FCoEエンドデバイスに転送しま
す。 FCFは、FCoEネットワークに一意の FC-MACアドレスを持ちます。また、FCFは、CNA
に FCアドレス IDを割り当てることもできます。 FCFは、ファブリックログイン時に割り当て
られたファブリックおよびファイバチャネル ID（FC ID）の FC-Map値で構成されている Fabric
Provide MACアドレス（FPMA）を、CNAに割り当てることができます。

ファイバチャネルブリッジ
ファイバチャネルブリッジは、FCoEネットワークをファイバチャネルネットワークに接続しま
す。ファイバチャネルブリッジは、FCoEフレームのカプセル化を解除し、ファイバチャネル
フレームをファイバチャネルネットワークに送信します。また、ファイバチャネルブリッジ

は、ファイバチャネルネットワークの FCフレームをカプセル化し、FCoEネットワークに転送
します。

Cisco MDS 9700スイッチ、Cisco MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチは、ファイバ
チャネルブリッジ機能をサポートします。

Cisco Nexus 7000シリーズスイッチは、ネイティブのファイバチャネルポートを提供しませ
ん。また、FCブリッジ機能をサポートしていません。

（注）
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第 2 章

FCoE

この章は、次の項で構成されています。

• Fibre Channel over Ethernet（FCoE）について, 3 ページ

• FCoEのデフォルト設定, 8 ページ

• FCoEのライセンス要件, 9 ページ

• 注意事項および制約事項, 9 ページ

• FCoEの設定, 12 ページ

• FCoE設定の確認, 22 ページ

• FCoEに関する追加情報, 23 ページ

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）について
FCoEは、物理イーサネット接続上でファイバチャネルトラフィックを転送するメソッドを提供
します。 FCoEでは、基礎となるイーサネットを全二重にして、ファイバチャネルトラフィック
のロスレス動作を提供する必要があります。

イーサネットのロスレス動作は、輻輳が発生した際にパケット損失を防ぐ PFCメカニズムに
よって実現されます。

（注）

Cisco NX-OSソフトウェアは、すべての 10ギガビットイーサネットインターフェイスで T11準
拠の FCoEをサポートしています。
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FCoE および FIP

FCoE 初期化プロトコル
スイッチでは、FCoE Initialization Protocol（FIP：FCoE初期化プロトコル）により、イーサネット
LANに接続された FCoE対応エンティティの検出および初期化を実行できます。 Cisco NX-OSス
イッチは、T11準拠の第 2世代CNA用にConverged Enhanced Ethernet Data Center Bridging Exchange
（CEE-DCBX）をサポートしています。

次のスイッチは、第 1世代 CNAの Pre-FIPをサポートしていません。

• Cisco Nexus 7000

• Cisco MDS 9700

• Cisco MDS 9500

• Cisco MDS 9250i

FIP 仮想リンクのインスタンス化
FIPは、デバイスの検出、初期化、およびリンクのメンテナンスを実行する際に使用されます。
FIPは次の処理を実行します。

• FIP VLANの検出：FCoE VLANを検出します。この FCoE VLANは、確立された仮想リンク
上で、他のすべてのFIPプロトコルに使用するとともにファイバチャネルペイロードのFCoE
カプセル化にも使用します。 FIP VLANの検出は、イーサネットトラフィックを交換するた
めに発信側またはターゲットで使用するネイティブVLANで行われます。 FIP VLAN検出プ
ロトコルは、ネイティブ VLAN上で稼働する唯一の FIPプロトコルです。他のすべての FIP
プロトコルは、検出された FCoE VLAN上で稼働します。

• FIPFCF検出：FCoEデバイスがファブリックに接続されている場合、検出要求メッセージが
送信されます。このメッセージに対しては、FibreChannel Forwarder（FCF：ファイバチャネ
ルフォワーダ）またはスイッチが、送信要求されたアドバタイズメントで応答します。この

アドバタイズメントにより、それ以降のログインに使用する FCF MACアドレスが取得され
ます。

• FCoE仮想リンクのインスタンス化：FIPでは、ファブリックログイン（FLOGI）、ファブ
リック検出（FDISC）、ログアウト（LOGO）、および交換リンクパラメータ（ELP）の各
フレーム、およびそれらに対応する応答フレームのカプセル化が定義されています。 FCoE
デバイスでは、これらのメッセージに基づいて、ファブリックログインが実行されます。

• FCoE仮想リンクのメンテナンス：FIPでは、接続が継続的に有効であることを確認するた
め、スイッチと CNAとの間で定期的にメンテナンスメッセージが送信されます。
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FCoE フレームの形式
FCoEは、スイッチがファイバチャネルフレームを固有のイーサネットタイプ0x8906を持つイー
サネットパケットにカプセル化する場合に実装されます。このパケットには、4ビットのバー
ジョンフィールドがあります。フレーム内のその他のフィールド（送信元MACアドレス、宛先
MACアドレス、VLANタグ、およびフレームマーカー）はすべて、標準のイーサネットフィー
ルドです。予備ビットの追加により、FCoEフレームの長さは IEEE 802.3の最小パケット長であ
る 64バイトになります。

ファイバチャネルフレームは、36バイトのヘッダーと最大 2,112バイトのデータで構成され、そ
の合計サイズは最大で 2,148バイトになります。カプセル化されたファイバチャネルフレーム
は、標準ヘッダーがすべて含まれているため、追加の修正を施すことなくストレージネットワー

クへ渡すことができます。 FCoEフレームの最大ファイバチャネルフレームに対応するために、
class-fcoeがデフォルトの最大伝送単位（MTU）2240バイトに定義されます。

FCoE フレームの VLAN タギング
スイッチによってアダプタに送信されるイーサネットフレームには、IEEE 802.1Qタグが含まれ
ます。このタグには、PFCで使用するサービスクラス（CoS）値用のフィールドが含まれます。
また、IEEE 802.1Qタグには VLANフィールドも含まれます。

FIPの T11準拠 CNAから送信されるフレームの場合、スイッチでは FCoE VLAN用の VLANタグ
が付加されているという前提で処理が行われます。タグが正しく付加されていないフレームは廃

棄されます。

VLAN 1またはネイティブ VLANを FCoE VSANにマッピングすることはできません。（注）

次のスイッチは、第 1世代 CNAの Pre-FIPをサポートしていません。

• Cisco Nexus 7000

• Cisco MDS 9700

• Cisco MDS 9500

• Cisco MDS 9250i

FIP イーサネットフレームの形式
FIPは、固有のイーサタイプ 0x8914を持つイーサネットパケットにカプセル化されます。このパ
ケットには、4ビットのバージョンフィールドがあります。またFIPパケットには、送信元MAC
アドレスおよび宛先MACアドレスのほか、FIP動作コードや FIP動作サブコードも含まれていま
す。次の表に、FIP動作コードおよびサブコードの説明を示します。
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表 3：FIP 動作コード

FIP 動作FIP サブコードFIP 動作コード

検出要求0x010x0001

検出アドバタイズメント0x02

仮想リンクインスタンス化要

求

0x010x0002

仮想リンクインスタンス化応

答

0x02

FIPキープアライブ0x010x0003

FIPクリア仮想リンク0x02

FIP VLAN要求0x010x0004

FIP VLAN通知0x02

DCBX

Data Center Bridging Exchange プロトコル
Data Center Bridging Exchange（DCBX）プロトコルは、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）を拡
張したものです。DCBXエンドポイントは、要求およびAcknowledgment（ACK：確認応答）メッ
セージを交換します。柔軟性については、パラメータは TLVフォーマットで符号化されます。
CiscoNX-OSスイッチは、Converged Enhanced Ethernet Data Center Bridging Exchange（CEE-DCBX）
をサポートしています。また、Cisco NX-OSスイッチは、すべての T11準拠の第 2世代 CNAでサ
ポートされています。

DCBXは、スイッチとCNAの間の物理イーサネットリンク上で実行されます。デフォルトでは、
DCBXはイーサネットインターフェイスでイネーブルです。イーサネットインターフェイスが
アップすると、スイッチでは CNAとの通信が自動的に開始されます。

スイッチと CNAの間で FCoEが通常の動作をしている場合は、DCBXによりリンクエラーの検
出が行われます。

また DCBXは、スイッチと CNAの間で機能についてのネゴシエーションを行い、CNAに設定値
を送信する場合にも使用します。

スイッチに接続されたCNAは、スイッチから送信された設定値が適用されるようにプログラミン
グされています。これにより、スイッチに接続されたすべてのCNAに対してスイッチから設定値
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を配布することが可能で、設定エラーが生じる可能性が低くなるだけでなく、CNAの管理が容易
になります。

ロスレスイーサネット

標準のイーサネットは、ベストエフォート型のメディアであるため、どのような形のフロー制御

も備えていません。輻輳や衝突が発生すると、イーサネットはパケットをドロップします。失わ

れたデータの検出および廃棄されたパケットの再送信は、上位プロトコルにより行われます。

ファイバチャネルを適切にサポートできるよう、イーサネットには Priority Flow Control（PFC：
プライオリティフロー制御）メカニズムが追加されています。

ローカルリンクのアップ/ダウン
ネイティブファイバチャネルリンクでは、一部の設定アクション（VSANの変更など）で、イ
ンターフェイスステータスをリセットする必要があります。インターフェイスステータスをリ

セットすると、そのインターフェイスはスイッチによりいったん無効化され、その直後に再び有

効化されます。

注意：

イーサネットリンクにより FCoEサービスが実装されている場合は、物理リンクをリセットしな
いでください。リセットすると、そのリンク上のすべてのトラフィックが中断されます。

論理リンクアップ/ダウン機能を使用すると、それぞれの仮想リンクを個別にリセットできます。
論理リンクダウンは、FIPクリア仮想リンクメッセージを受けて実行されます。

注意：

CNAが論理リンクレベルアップ/ダウン機能をサポートしていない場合、CNAは物理リンクをリ
セットします。これは、イーサネットインターフェイス上のすべてのトラフィックが中断される

ことを意味します。

統合型ネットワークアダプタ

Cisco NX-OSスイッチは、次の CNAの種類をサポートしています。

•ハードウェアアダプタ

◦サーバ内で、既存のファイバチャネル Host Bus Adapter（HBA;ホストバスアダプタ）
ドライバおよびイーサネットNetwork InterfaceCard（NIC;ネットワークインターフェイ
スカード）ドライバとともに動作します。

◦ネットワークのサーバオペレーティングシステム表示は変更されません。CNAはオペ
レーティングシステムに SANインターフェイスおよび LANインターフェイスを提供
します。

• FCoEソフトウェアスタック

◦既存の 10ギガビットイーサネットアダプタで動作します。
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次のCiscoNX-OSシリーズおよびプラットフォームは、第 2世代CNAをサポートしています。第
2世代CNAは、FIPSを使用して、スイッチとの間で使用可能な機能に関する情報を交換したり、
設定可能な値をネゴシエートしたりします。

• Cisco Nexus 2232

• Cisco Nexus 5000

• Cisco Nexus 5500

• Cisco Nexus 7000

• Cisco MDS 9700

• Cisco MDS 9500

• Cisco MDS 9250i

設定エラーを抑制し管理を容易にするため、スイッチから、接続されているすべてのアダプタへ

設定データが配布されます。

STP Lite
FCoEにはブリッジ機能がない（つまり、STPループがネットワークで作成されない）ため、完全
なスパニングツリープロトコル（STP）は必要ありません。FCoEインターフェイス上のSTPLite
は、提案BPDUを受信するたびに合意Bridge Protocol Data Unit（BPDU）を送信することにより、
ネットワーク上で高速コンバージェンスを確保します。FCoEリンクは、マルチスパニングツリー
（MST）または Per VLAN Rapid Spanning Tree Plus（PVRST+）のいずれの Proposal BPDUに対し
ても、同一の Agreement BPDUを送信します。また、STP Liteは FCoE VLANのMACアドレス
フラッシュ機能を抑制します。

STP Liteは、最初の FCoE VLANが起動するとすぐに、FCoE VLANのデバイス全体にわたってデ
フォルトで自動的にイネーブルになります。同時にシステムは、すべての FCoEリンクを STPタ
イプの標準ポートとして自動的に変換します。この機能は、FCoE VLAN上でのみ動作します。

FCoE のデフォルト設定
次の表に、FCoEパラメータのデフォルト設定を示します。

表 4： FCoE パラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ（Parameters）

未インストールまたはディセー

ブル

FCoE機能

0E.FC.00FC-MAP

128ファブリックプライオリティ
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デフォルトパラメータ（Parameters）

8秒アドバタイズインターバル

FCoE のライセンス要件
ライセンス製品

FCoEを実行する各 Fシリーズモジュールに
は、FCoEライセンスが必要です。デフォルト
以外のVDCでイネーブルにされたFCoEでは、
AdvancedServicesライセンスは不要です。Cisco
NX-OSライセンス方式の詳細と、ライセンスの
取得および適用の方法については、『Cisco
NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

Cisco Nexus 7000シリーズ

FCoEにはライセンスは不要です。CiscoNX-OS
ライセンス方式の詳細と、ライセンスの取得お

よび適用の方法については、『Cisco NX-OS
Licensing Guide』を参照してください。

Cisco MDS 9000シリーズ

注意事項および制約事項

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco NX-OS Release 6.1以降では、FCoEが F2および F2eシリーズモジュールでサポートさ
れます。

◦ FCoEは F2e（SFP+）モジュールのみをサポートします。

◦ FCoEは F2e（銅線）モジュールはサポートしません。

FCoE VDC

専用ストレージ VDCの FCoEに関するガイドラインは、次のとおりです。

• FCoEフィーチャセットは、1つの VDCでのみイネーブルにします。
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• FCoEにより割り当てられた VLAN範囲内で VLANを作成します。

•専用の FCoE VDCのストレージ関連の機能以外の他の機能をイネーブルにしないでくださ
い。

• 32ポート 1ギガビットおよび 10ギガビットイーサネット I/Oモジュール（PID
N7K-F132XP-15）などの Fシリーズモジュールから、リソースを専用 FCoEVDCに割り当て
ます。

•ストレージ VDCではロールバックはサポートされていません。

• F2およびF2eシリーズモジュールでのFCoEサポート、SF248XP-25にはSupervisor 2モジュー
ルが必要です。

• F2および F2eシリーズモジュールは、同じVDC内で他のモジュールタイプと共存できませ
ん。これは、LANとストレージ VDCの両方に当てはまります。

共有インターフェイス

プロトコルステートは、ポート機能により共有インターフェイスの親ポートをフラップする

ため、これを変更すると、ストレージ VDCの FCoEトラフィックに影響を与えます。
（注）

次のインターフェイスコンフィギュレーションモードは、イーサネット VDCからストレージ
VDCまでインターフェイスが共有されている間は使用できません。

• SPAN宛先

•プライベート VLANモード

•ポートチャネルインターフェイス

•アクセスモード

• mac-packet-classify

•関連する QoSポリシーが設定された VLANの一部であるインターフェイス

共有イーサネットインターフェイスはトランクモードで、他の 1つの VDCとだけ共有する必要
があります。

ストレージ VDC

OOB管理インターフェイス mgmt0用に VDCを設定するには、vrf context managementコマンド
を使用します。ただし、ストレージ VDCは VRFをサポートしていないため、mgmt0を設定する
には別のアプローチが必要です。
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次の表に、VDCとストレージ VDC用に mgmt 0を設定する方法を示します。

ストレージ VDC 用の mgmt 0 の設定VDC 用の mgmt 0 の設定

interface mgmt 0
ip address mgmt0_ip_address mgmt0_subnet_mask
no shut
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

ip routeコマンドは、デフォルトゲー
トウェイを指すデフォルトルートを

指定します。

（注）

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

値は次のとおりです。

• mgmt0_ip_addressは mgmt0 IPv4アドレスです。

• mgmt0_subnet_maskは mgmt0 IPv4ネットマスクです。

• default_gatewayはデフォルトゲートウェイの IPv4アドレスです。

VDCの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context ConfigurationGuide』
を参照してください。

Cisco MDS 9000 シリーズ：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• FCoEモジュール上のFCoEだけをイネーブルにできます。ただし、これは9250iMDSスイッ
チには適用されません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco MDS 9700シリーズ、MDS 9500シリーズ、および 9250iスイッチは、LANトラフィッ
クをサポートせず、FCoEフレームを受信して処理するだけです。

• Cisco MDS 9500シリーズでは、Supervisor-2Aモジュールをインストールして FCoEを設定す
る必要があります。

• FC-Redirectサービスを使用するファブリックに FCoEモジュールをインストールできます。
ただし、FC-Redirectサービスアプリケーションモジュールがイネーブルにされた同じスイッ
チに FCoEモジュールをインストールしないでください。

• SMEは、MDS FCoEラインカード（DX-X9708-K9）で接続されたデバイスなど、FCoE接続
のデバイスをサポートしていません。

• Cisco MDS NX-OS Release 5.2(x)では、DMM、SME、または IOAを実行しているスイッチに
FCoEモジュールをインストールできません。

• Cisco MDS 9250iは最大 32の VSANをサポートします。

• MDS 9250iは、FCoE Switched Port Analyzer（SPAN）をサポートしません。
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•また、MDS 9250iは、汎用オンライン診断（GOLD）や Online Health Management System
（OHMS）などの FCoEポート診断をサポートしません。

FCoE の設定

FCoE の有効化

Cisco Nexus 7000：FCoE のイネーブル化
ストレージ VDCの FCoEをイネーブルにするために、デフォルト VDCに FCoEフィーチャセッ
トをインストールして、依存機能をイネーブルにする必要があります。

はじめる前に

•デフォルト VDCにいることを確認します。

•スイッチの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

• VLAN 1またはネイティブ VLANで FCoEをイネーブルにしないでください。

手順の概要

1. configure terminal
2. install feature-set fcoe
3. feature lldp
4. （任意） feature lacp
5. system qos
6. service-policy type network-qos policy-name
7. （任意） show feature
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

デフォルト VDCに FCoEフィーチャセットをインス
トールします。

install feature-set fcoe

例：
switch(config)# install feature-set fcoe

ステップ 2   

デフォルト VDCのリンク層検出プロトコル（LLDP）
機能をイネーブルにします。FCoEの動作にはこの機能
が必要です。

feature lldp

例：
switch(config)# feature lldp

ステップ 3   

（任意）

デフォルト VDCの Link Aggregation Control Protocol
（LACP）機能をイネーブルにします。この機能は、
FCoEの動作のベストプラクティスと見なされます。

feature lacp

例：
switch(config)# feature lacp

ステップ 4   

Quality of Service（QoS）コンフィギュレーションモー
ドを開始します。

system qos

例：
switch(config)# system qos

ステップ 5   

FCoEトラフィックをサポートする QoSポリシーをイ
ネーブルにします。デフォルトの policy-nameは
default-nq-8e-policyです。

service-policy type network-qos policy-name

例：
switch(config-sys-qos)# service-policy
type
network-qos default-nq-7e-policy

ステップ 6   

（任意）

イネーブルにされた機能に関する情報を表示します。

show feature

例：
switch(config-sys-qos)# show feature

ステップ 7   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-sys-qos)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   

次の作業

FCoEのイネーブル化を完了するには、ストレージ VDCを作成し、リソースを割り当てる必要が
あります。

Cisco MDS 9000 シリーズ：FCoE のイネーブル化
Cisco MDS 9700、MDS 9500、およびMDS 9250iスイッチは、FCoE対応モジュールがシャーシ内
に存在するときに、自動的にFCoE機能をイネーブルにします。FCoEのサポート機能および適切
な QoSポリシーをイネーブルにする必要があります。

Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
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はじめる前に

• VLAN 1またはネイティブ VLANで FCoEをイネーブルにしないでください。

手順の概要

1. configure terminal
2. （任意） feature lacp
3. system qos
4. service-policy type network-qos policy-name
5. （任意） show feature
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

（任意）

LinkAggregationControl Protocol（LACP）機能をイ
ネーブルにします。この機能は、FCoEの動作のベ
ストプラクティスと見なされます。

feature lacp

例：
switch(config)# feature lacp

ステップ 2   

Quality of Service（QoS）コンフィギュレーション
モードを開始します。

system qos

例：
switch(config)# system qos

ステップ 3   

FCoEトラフィックをサポートするQoSポリシーを
イネーブルにします。デフォルトの policy-nameは
default-nq-6e-policyです。

service-policy type network-qos policy-name

例：

Cisco MDS 9500シリーズスイッチ上：
switch(config-sys-qos)# service-policy type
network-qos default-nq-7e-policy

ステップ 4   

例：

Cisco MDS 9250iマルチサービススイッチ上：
switch(config-sys-qos)# service-policy type
network-qos default-nq-4e-2q4q-policy

（任意）

イネーブルにされた機能に関する情報を表示しま

す。

show feature

例：
switch(config-sys-qos)# show feature

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-sys-qos)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

FCoE の無効化

Cisco Nexus 7000：FCoE のディセーブル化
FCoEフィーチャセットをディセーブル化またはアンインストールできます。VDCでFCoEフィー
チャセットを禁止することもできます。

はじめる前に

正しい VDCを使用していることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vdc vdc_id type storage
3. （任意） no allow feature-set fcoe
4. no feature-set fcoe
5. exit
6. no install feature-set fcoe
7. （任意） show feature-set
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

VDCコンフィギュレーションモードを開始します。
vdc_idには最大 32文字の英数字を使用できます。大文字
と小文字は区別されます。

vdc vdc_id type storage

例：
switch(config)# vdc fcoe type storage
switch(config-vdc)#

ステップ 2   

（任意）

このVDCの FCoEを禁止します。デフォルトは、[allow]
です。

no allow feature-set fcoe

例：
switch(config-vdc)# no allow
feature-set fcoe
switch(config-vdc)#

ステップ 3   

FCoEフィーチャセットをディセーブルにします。 no
feature-set fcoeコマンドは、設定のサイズが非常に大き

no feature-set fcoe

例：
switch(config-vdc)# no feature-set fcoe

ステップ 4   

い場合、完了に時間がかかることがあります。このコマ

ンドは、FCoEフィーチャセットに関連付けられている
設定のすべてをクリーンアップします。

VDCコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-vdc)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

FCoEフィーチャセットをアンインストールします。
FCoEフィーチャセットをディセーブルにした後、デフォ
ルト VDCでこのコマンドを使用します。

no install feature-set fcoe

例：
switch(config)# no install feature-set
fcoe

ステップ 6   

（任意）

フィーチャセットに関する情報を表示します。

show feature-set

例：
switch(config)# show feature-set

ステップ 7   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

Cisco MDS 9000 シリーズ：FCoE のディセーブル化
FCoE機能をディセーブルにすると、すべての FCoEコマンドが CLIから削除され、FCoE設定が
消去されます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. no feature-set fcoe

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

FCoEフィーチャセットをディセーブルにします。 no
feature-set fcoeコマンドは、設定のサイズが非常に大きい場

no feature-set fcoe

例：
switch(config)# no feature-set fcoe

ステップ 2   

合、完了に時間がかかることがあります。このコマンドは、

FCoEフィーチャセットに関連付けられている設定のすべて
をクリーンアップします。

次の例は、スイッチの FCoEを無効にする方法を示したものです。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature-set fcoe

FC-Map の設定
対象となるスイッチのファイバチャネルファブリックを識別するための FC-Mapを設定すること
により、ファブリック間の通信に伴うデータの破損を防ぐことができます。 FC-Mapが設定され
ると、現在のファブリックの一部ではないMACアドレスがスイッチによって廃棄されます。FCF
は、CNAに Fabric Provide MACAddresses（FPMA）を割り当てることができます。CNAは、ファ
ブリックのFC-Map値とファブリックログイン時に割り当てられたファイバチャネル ID（FCID）
で構成されます。

Cisco MDS 9700スイッチ、Cisco MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチの場合は、
次の configure terminalで起動します。

（注）

はじめる前に

Cisco Nexus 7000シリーズの場合、この機能を設定するにはストレージ VDCを使用する必要があ
ります。
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手順の概要

1. （Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type storage
2. configure terminal
3. fcoe fcmap fabric-map

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ストレージ VDCに切り替えます。この手順は Cisco
Nexus 7000シリーズにだけ必要です。

（Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type
storage

例：
switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe#

ステップ 1   

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

ステップ 2   

グローバル FC-Mapを設定します。デフォルト値は
0x0EFC00です。範囲は 0x0EFC00～ 0x0EFCFFです。

fcoe fcmap fabric-map

例：
fcoe(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

ステップ 3   

デフォルト値にリセットするには、no fcoemapコマン
ドを使用します。

次に、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチのグローバル FC-Mapを設定する例を示します。
switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe# configure terminal
fcoe(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

次に、Cisco MDS 9700、MDS 9500、またはMDS 9250iスイッチのグローバル FC-Mapを設定する
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

ファブリックプライオリティの設定

FCoEスイッチは、自身のプライオリティをアドバタイズします。ファブリック内のCNAでは、
このプライオリティを基に、接続先として最適なスイッチが決定されます。
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Cisco MDS 9700スイッチ、MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチの場合は、次の
configure terminalで起動します。

（注）

はじめる前に

Cisco Nexus 7000シリーズの場合、この機能を設定するにはストレージ VDCを使用する必要があ
ります。

手順の概要

1. （Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type storage
2. configure terminal
3. fcoe fcf-priority fabric-priority

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ストレージVDCに切り替えます。この手順はCiscoNexus
7000シリーズにだけ必要です。

（Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id
type storage

例：
switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe#

ステップ 1   

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

ステップ 2   

グローバルファブリックプライオリティを設定します。

デフォルト値は 128です。有効な範囲は、0（高い）～
fcoe fcf-priority fabric-priority

例：
fcoe(config)# fcoe fcf-priority 42

ステップ 3   

255（低い）です。グローバルファブリックプライオリ
ティをデフォルト値にリセットするには、no fcoe
fcf-priorityコマンドを使用します。

次に、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチのグローバルファブリックプライオリティを設定する
例を示します。

switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe# configure terminal
fcoe(config)# fcoe fcf-priority 42
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次に、Cisco MDS 9700、MDS 9500、およびMDS 9250iスイッチのグローバルファブリックプラ
イオリティを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcf-priority 42

アドバタイズメント間隔の設定

スイッチ上で、ファイバチャネルファブリックのアドバタイズメント間隔を設定できます。

Cisco MDS 9000スイッチの場合は、configure terminalから開始します。（注）

はじめる前に

Cisco Nexus 7000シリーズの場合、この機能を設定するにはストレージ VDCを使用する必要があ
ります。

手順の概要

1. （Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type storage
2. configure terminal
3. fcoe fka-adv-period interval

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ストレージVDCに切り替えます。この手順はCisco
Nexus 7000シリーズにだけ必要です。

（Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type
storage

例：
switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe#

ステップ 1   

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

ステップ 2   

ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定しま

す。デフォルト値は 8秒です。有効な範囲は 4～
60秒です。

fcoe fka-adv-period interval

例：
fcoe(config)# fcoe fka-adv-period 8
fcoe#

ステップ 3   
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次に、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチでファブリックのアドバタイズメント間隔を設定する
例を示します。

switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe# configure terminal
fcoe(config)# fcoe fka-adv-period 42

次に、Cisco MDS 9000スイッチでファブリックのアドバタイズメント間隔を設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fka-adv-period 42

FCoE リンクの LAN トラフィックの無効化
FCoEリンクの LANトラフィックを無効にできます。

DCBXを使用すると、スイッチから、直接接続された CNAへ LAN Logical Link Status（LLS：論
理リンクステータス）メッセージを送信できます。 LLS-Downメッセージを CNAに送信するに
は、shutdown lanコマンドを入力します。このコマンドにより、インターフェイスのVLANのう
ち、FCoEに対応していないすべての VLANをダウンできます。インターフェイスの VLANのう
ち FCoEに対応しているVLANでは、中断されることなくそのまま SANトラフィックを伝送でき
ます。

shutdown lanコマンドは、 Cisco NX-OS Release 6.2(6)以降でサポートされます。このコマン
ドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』を参照し
てください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port
3. shutdown lan
4. （任意） show interface
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。?を使用して、サ
ポートされているインターフェイスのリストを表示します。

interface ethernet slot/port

例：
switch(config)# interface e 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイス上のイーサネットトラフィックをシャット

ダウンします。インターフェイスが FCoEVLANの一部であ
shutdown lan

例：
switch(config-if)# shutdown lan

ステップ 3   

る場合は、シャットダウンを実行しても、その FCoEトラ
フィックに影響はありません。このインターフェイスのイー

サネットトラフィックを再度イネーブルにするには、no
shutdown lanを使用します。

（任意）

インターフェイスに関する情報を表示します。

show interface

例：
switch(config-if)# show interface

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

FCoE 設定の確認
FCoEの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

FCoEがスイッチでイネーブル
になっているかどうかを表示し

ます。

show fcoe

FCoEデータベースの内容を表
示します。

show fcoe database

vFCインターフェイスに関する
情報を表示します。

show interface vfc [number]

個々のインターフェイスまたは

すべてのインターフェイスに関

する FCoE設定を表示します。

show interface [interface number] fcoe
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次の例は、FCoE機能が有効になっているかどうかを確認する方法を示したものです。
switch# show fcoe
Global FCF details

FCF-MAC is 00:0d:ec:6d:95:00
FC-MAP is 0e:fc:00
FCF Priority is 128
FKA Advertisement period for FCF is 8 seconds

次に、FCoEデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcoe database
------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE FCID PORT NAME MAC ADDRESS
------------------------------------------------------------------------------
vfc3 0x490100 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8 00:c0:dd:0e:5f:76

次の例は、あるインターフェイスの FCoE設定を表示する方法を示したものです。
switch# show interface ethernet 1/37 fcoe
Ethernet1/37 is FCoE UP

vfc3 is Up
FCID is 0x490100
PWWN is 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8
MAC addr is 00:c0:dd:0e:5f:76

FCoE に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS FCoE Command
Reference for Cisco Nexus 7000
and Cisco MDS 9000』

コマンドリファレンス

『CiscoNX-OS LicensingGuide』Cisco NX-OSのライセンス

標準および RFC

Title標準/RFC

ファイバチャネルバックボーン 5T11 FC BB-5
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

テクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。
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第 3 章

FCoE の VLAN および仮想インターフェイス
の設定

この章は、次の項で構成されています。

• 仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスに関する情報, 25 ページ

• FCoEのデフォルト設定, 26 ページ

• FCoEのライセンス要件, 27 ページ

• 注意事項および制約事項, 27 ページ

• 仮想インターフェイスの設定, 30 ページ

• 仮想インターフェイスの確認 , 38 ページ

• 例：VSANの VLANへのマッピング , 39 ページ

• FCoEに関する追加情報, 41 ページ

仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスに関す
る情報

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）により、ファイバチャネルとイーサネットトラフィックの伝
送を、スイッチとサーバ間の同じ物理イーサネット接続で行うことができます。

FCoEのファイバチャネル部分は、仮想ファイバチャネルインターフェイスとして設定されま
す。論理ファイバチャネル機能（インターフェイスモードなど）は、仮想ファイバチャネルイ

ンターフェイスで設定できます。

仮想ファイバチャネル（VFC）インターフェイスは、いずれかのインターフェイスにバインドし
たうえで使用する必要があります。バインド先は、統合型ネットワークアダプタ（CNA）がス
イッチまたはポートチャネルに直接接続され、さらに CNAが仮想ポートチャネル（vPC）上の
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ファイバチャネルフォワーダ（FCF）に接続されている場合、物理イーサネットインターフェイ
スとなります。

VF ポート
FCoEネットワークの仮想ファブリック（VF）ポートは、Nポートとして動作する周辺装置（ホ
ストまたはディスク）に接続するファブリックポートとして機能します。 VFポートは 1つの N
ポートだけに接続できます。

VE ポート
仮想拡張（VE）ポートは、FCoEネットワークの拡張ポートとして機能します。 VEポートは、
ネットワークで複数の FCoEスイッチを接続できます。 VEポートは、物理イーサネットポート
またはポートチャネルにバインドできます。

SID、DID、および OXIDに基づき、等コスト E_Portおよび VE_Portでトラフィックがロードバ
ランスされます。VE_Portがバインドされるポートチャネルのメンバ間のトラフィックは、SID、
DID、および OXIDに基づいてロードバランスされます。

FCoE のデフォルト設定
次の表に、FCoEパラメータのデフォルト設定を示します。

表 5： FCoE パラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ（Parameters）

未インストールまたはディセー

ブル

FCoE機能

0E.FC.00FC-MAP

128ファブリックプライオリティ

8秒アドバタイズインターバル
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FCoE のライセンス要件
ライセンス製品

FCoEを実行する各 Fシリーズモジュールに
は、FCoEライセンスが必要です。デフォルト
以外のVDCでイネーブルにされたFCoEでは、
AdvancedServicesライセンスは不要です。Cisco
NX-OSライセンス方式の詳細と、ライセンスの
取得および適用の方法については、『Cisco
NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

Cisco Nexus 7000シリーズ

FCoEにはライセンスは不要です。CiscoNX-OS
ライセンス方式の詳細と、ライセンスの取得お

よび適用の方法については、『Cisco NX-OS
Licensing Guide』を参照してください。

Cisco MDS 9000シリーズ

注意事項および制約事項

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco NX-OS Release 6.1以降では、FCoEが F2および F2eシリーズモジュールでサポートさ
れます。

◦ FCoEは F2e（SFP+）モジュールのみをサポートします。

◦ FCoEは F2e（銅線）モジュールはサポートしません。

FCoE VDC

専用ストレージ VDCの FCoEに関するガイドラインは、次のとおりです。

• FCoEフィーチャセットは、1つの VDCでのみイネーブルにします。

• FCoEにより割り当てられた VLAN範囲内で VLANを作成します。

•専用の FCoE VDCのストレージ関連の機能以外の他の機能をイネーブルにしないでくださ
い。
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• 32ポート 1ギガビットおよび 10ギガビットイーサネット I/Oモジュール（PID
N7K-F132XP-15）などの Fシリーズモジュールから、リソースを専用 FCoEVDCに割り当て
ます。

•ストレージ VDCではロールバックはサポートされていません。

• F2およびF2eシリーズモジュールでのFCoEサポート、SF248XP-25にはSupervisor 2モジュー
ルが必要です。

• F2および F2eシリーズモジュールは、同じVDC内で他のモジュールタイプと共存できませ
ん。これは、LANとストレージ VDCの両方に当てはまります。

共有インターフェイス

プロトコルステートは、ポート機能により共有インターフェイスの親ポートをフラップする

ため、これを変更すると、ストレージ VDCの FCoEトラフィックに影響を与えます。
（注）

次のインターフェイスコンフィギュレーションモードは、イーサネット VDCからストレージ
VDCまでインターフェイスが共有されている間は使用できません。

• SPAN宛先

•プライベート VLANモード

•ポートチャネルインターフェイス

•アクセスモード

• mac-packet-classify

•関連する QoSポリシーが設定された VLANの一部であるインターフェイス

共有イーサネットインターフェイスはトランクモードで、他の 1つの VDCとだけ共有する必要
があります。

ストレージ VDC

OOB管理インターフェイス mgmt0用に VDCを設定するには、vrf context managementコマンド
を使用します。ただし、ストレージ VDCは VRFをサポートしていないため、mgmt0を設定する
には別のアプローチが必要です。
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次の表に、VDCとストレージ VDC用に mgmt 0を設定する方法を示します。

ストレージ VDC 用の mgmt 0 の設定VDC 用の mgmt 0 の設定

interface mgmt 0
ip address mgmt0_ip_address mgmt0_subnet_mask
no shut
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

ip routeコマンドは、デフォルトゲー
トウェイを指すデフォルトルートを

指定します。

（注）

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

値は次のとおりです。

• mgmt0_ip_addressは mgmt0 IPv4アドレスです。

• mgmt0_subnet_maskは mgmt0 IPv4ネットマスクです。

• default_gatewayはデフォルトゲートウェイの IPv4アドレスです。

VDCの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context ConfigurationGuide』
を参照してください。

Cisco MDS 9000 シリーズ：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• FCoEモジュール上のFCoEだけをイネーブルにできます。ただし、これは9250iMDSスイッ
チには適用されません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco MDS 9700シリーズ、MDS 9500シリーズ、および 9250iスイッチは、LANトラフィッ
クをサポートせず、FCoEフレームを受信して処理するだけです。

• Cisco MDS 9500シリーズでは、Supervisor-2Aモジュールをインストールして FCoEを設定す
る必要があります。

• FC-Redirectサービスを使用するファブリックに FCoEモジュールをインストールできます。
ただし、FC-Redirectサービスアプリケーションモジュールがイネーブルにされた同じスイッ
チに FCoEモジュールをインストールしないでください。

• SMEは、MDS FCoEラインカード（DX-X9708-K9）で接続されたデバイスなど、FCoE接続
のデバイスをサポートしていません。

• Cisco MDS NX-OS Release 5.2(x)では、DMM、SME、または IOAを実行しているスイッチに
FCoEモジュールをインストールできません。

• Cisco MDS 9250iは最大 32の VSANをサポートします。

• MDS 9250iは、FCoE Switched Port Analyzer（SPAN）をサポートしません。
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•また、MDS 9250iは、汎用オンライン診断（GOLD）や Online Health Management System
（OHMS）などの FCoEポート診断をサポートしません。

仮想インターフェイスの設定

VSAN から VLAN へのマッピング
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合ア
クセススイッチには一意の専用 VLANを設定する必要があります（VSAN 10用に VLAN 1002、
VSAN 2用にVLAN 1003など）。MSTをイネーブルにする場合は、各 FCoE VLANに対してそれ
ぞれ個別のマルチスパニングツリー（MST）インスタンスを使用する必要があります。

Cisco Nexus 7000シリーズスイッチで設定されたコマンドを実行するには、VLANモードを終
了する必要があります。

（注）

はじめる前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

• FCoEがイネーブルになっていることを確認します。

• CiscoNexus 7000シリーズスイッチの場合は、ストレージVDCを使用する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. vsan database
3. vsan vsan-id
4. vlan vlan-id
5. fcoe [vsan vsan-id]
6. exit
7. （任意） show vlan fcoe
8. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

VSANデータベースコンフィギュレーションモードを開
始します。

vsan database

例：
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#

ステップ 2   

VSANを定義します。VSAN番号の有効範囲は 1～ 4094
です。

vsan vsan-id

例：
switch(config-vsan-db)# vsan 200

ステップ 3   

VLANコンフィギュレーションモードを開始します。
VLAN番号の有効範囲は 1～ 4,096です。

vlan vlan-id

例：
switch(config-vsan-db)# vlan 200
switch(config-vlan)#

ステップ 4   

指定した VLANの FCoEをイネーブルにし、この VLAN
からの指定した VSANへのマッピングを設定します。

fcoe [vsan vsan-id]

例：
switch(config-vlan)# fcoe vsan 200

ステップ 5   

VSAN番号を指定しない場合は、対象のVLANから番号
が同じ VSANへマッピングが作成されます。

VLANコンフィギュレーションモードを終了します。
Cisco Nexus 7000シリーズスイッチで設定されたコマン

exit

例：
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

ステップ 6   

ドを実行するには、このモードを終了する必要がありま

す。

（任意）

VLANの FCoE設定に関する情報を表示します。
show vlan fcoe

例：
switch(config-vlan)# show vlan fcoe

ステップ 7   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-vlan)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   
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次に、Cisco MDS 9000シリーズスイッチで VLAN 200を VSAN 200にマッピングする例を示しま
す。

switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# fcoe vsan 200

次に、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチで VLAN 300を VSAN 300にマッピングする例を示し
ます。

switch(config)# switchto vdc fcoe_vdc
switch-fcoe_vdc# configure terminal
switch-fcoe_vdc(config)# vlan 300
switch-fcoe_vd(config-vlan)# fcoe vsan 300

仮想ファイバチャネルインターフェイスの作成

仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成できます。仮想ファイバチャネルインターフェ

イスは、いずれかの物理インターフェイスにバインドしたうえで使用する必要があります。

はじめる前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

• FCoEがイネーブルになっていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface vfc vfc-id
3. switchport mode mode
4. bind {interface {ethernet slot/port}}
5. （任意） show interface vfc
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

仮想ファイバチャネルインターフェイスがまだ存在してい

ない場合、それを作成し、インターフェイスコンフィギュ

interface vfc vfc-id

例：
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)#

ステップ 2   

レーションモードを開始します。 vfc-idの範囲は 1～ 8192
です。
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目的コマンドまたはアクション

仮想ファイバチャネルインターフェイスのスイッチポート

モードを設定します。modeは Eまたは Fです。デフォルト
は Fモードです。

switchport mode mode

例：
switch(configif)# switchport mode e

ステップ 3   

指定されたインターフェイスに仮想ファイバチャネルイン

ターフェイスをバインドします。?を使用して、サポートさ
bind {interface {ethernet slot/port}}

例：
switch(config-if)# bind interface
ethernet 1/4

ステップ 4   

れるインターフェイスとポートチャネルを表示します。指

定したインターフェイスの仮想ファイバチャネルインター

フェイスをアンバインドするには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

仮想ファイバチャネルインターフェイスに関する情報を表

示します。

show interface vfc

例：
switch(config-if)# show interface vfc

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例は、イーサネットインターフェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバイン

ドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを削除する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# no interface vfc 4

仮想ファイバチャネルポートチャネルインターフェイスの作成

同じインターフェイス番号のポートチャネルに自動でバインドする仮想ファイバチャネルポー

トチャネルインターフェイスを作成できます。

はじめる前に

• Cisco Nexus 7000シリーズの場合は、仮想ファイバチャネルポートチャネルインターフェ
イスを作成する前に、ポートチャネルインターフェイスを作成してください。
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• Cisco MDS 9700スイッチ、MDS 9500スイッチ、およびMDS 9250iスイッチでは、必ずイー
サネットポートチャネルインターフェイスを作成してから、仮想ファイバチャネルポート

チャネルインターフェイスを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface vfc-port-channel int-number
3. switchport mode mode
4. （任意） show interface vfc-port-channel int-number
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成します（存在し

ない場合）。これは、同じインターフェイス番号のポートチャ

interface vfc-port-channel int-number

例：
switch(config)# interface
vfc-port-channel 2
switch(config-if)#

ステップ 2   

ネルにバインドされ、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。 int-numberの範囲は 1～ 4096（Cisco
Nexus 7000の場合）または 257～ 4095（CiscoMDS9500の場合）
です。このインターフェイスのデフォルトのスイッチポートモー

ドは Eです。

MDS 9710スイッチ以降のシャーシでは、イーサネッ
トポートチャネルまたは 513～ 4096の範囲のチャネ
ルグループ ID番号だけがサポートされます。ただし、
MDSイーサネットポートチャネルでは 257～ 4096の
ID番号がサポートされます。

（注）

仮想ファイバチャネルインターフェイスのスイッチポートモー

ドを設定します。modeはEまたは Fです。デフォルトは Fモー
ドです。

switchport mode mode

例：
switch(config-if)# switchport mode
e

ステップ 3   

（任意）

ポートチャネルインターフェイスにバインドされた仮想ファイ

バチャネルインターフェイスに関する情報を表示します。

show interface vfc-port-channel
int-number

例：
switch(config-if)# show interface
vfc-port-channel 2

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィギュ

レーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

仮想ファイバチャネルインターフェイスと VSAN との関連付け
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合ア
クセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN1用にVLAN1002、VSAN
2用に VLAN 1003など）。MSTを有効にした場合は、FCoE VLANに対して別個のMSTインス
タンスを使用する必要があります。

はじめる前に

Cisco Nexus 7000シリーズスイッチの場合は、ストレージ VDCを使用する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. vsan database
3. （任意） vsan vsan-id
4. 次のいずれかのコマンドを入力します。

• vsan vsan-id interface vfc vfc-id

• vsan vsan-id interface vfc-port-channel vfc-id

5. （任意） show vsan
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

VSANコンフィギュレーションモードを開始します。vsan database

例：
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#

ステップ 2   

（任意）

VSANを作成します。 vsan-idの範囲は 1～ 4094で、仮想ファ
イバチャネルインターフェイスにバインドされた物理イーサ

vsan vsan-id

例：
switch(config-vsan-db)# vsan 2

ステップ 3   

ネットインターフェイス上のVLANにマッピングする必要が
あります。

VSANと、仮想ファイバチャネルインターフェイスまたは仮
想ファイバチャネルポートチャネルの関連付けを設定しま

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• vsan vsan-id interface vfc vfc-id
す。 vsan-idの範囲は 1～ 4094で、仮想ファイバチャネルイ

• vsan vsan-id interface
vfc-port-channel vfc-id

ンターフェイスまたは仮想ファイバチャネルポートチャネ

ルにバインドされた物理イーサネットインターフェイス上ま

たはポートチャネル上のVLANにマッピングする必要があり

例：
switch(config-vsan-db)# vsan 2
interface vfc 4

ます。 vfc-idの範囲は 1～ 8192です。VSANと仮想ファイバ
チャネルインターフェイスまたは仮想ファイバチャネルポー

トチャネル間の接続を切断するには、このコマンドの no形
式を使用します。

（任意）

VSANに関する情報を表示します。
show vsan

例：
switch(config-vsan-db)# show vsan

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-vsan-db)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付ける方法を示したもので
す。

switch# configure terminal
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 2 interface vfc 4
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VE ループバック設定のイネーブル化
VFIDチェックを使用して、VEリンクの両端で VSAN設定が正しいことを確認します。 VEポー
トのVFIDチェックをオフにして、同じスイッチ上のVEポートとの間のVEループバック設定を
許可することもできます。

CiscoMDS 9700、MDS 9500、およびMDS 9250iスイッチの場合は、ステップ 2, （37ページ）
から起動します。

（注）

はじめる前に

Cisco Nexus 7000シリーズの場合、この機能を設定するにはストレージ VDCを使用する必要があ
ります。

手順の概要

1. （Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type storage
2. configure terminal
3. fcoe veloopback

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ストレージ VDCに切り替えます。この手順は
Cisco Nexus 7000シリーズにだけ必要です。

（Cisco Nexus 7000）switchto vdc vdc-id type
storage

例：
# switchto vdc fcoe type storage
fcoe#

ステップ 1   

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
fcoe# configure terminal
fcoe(config)#

ステップ 2   

すべての VEポートの VFIDチェックをイネーブ
ルにします。

fcoe veloopback

例：
fcoe(config)# fcoe veloopback

ステップ 3   
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次に、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチの VEのループバックをイネーブルにする例を示しま
す。

switch# switchto vdc fcoe type storage
fcoe# configure terminal
fcoe(config)# fcoe veloopback

次に、Cisco MDS 9700、MDS 9500、またはMDS 9250iスイッチの VEループバックをイネーブル
にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe veloopback

仮想インターフェイスの確認
仮想インターフェイスに関する設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

指定されたファイバチャネルインターフェイ

スの詳細な設定を表示します。

show interface vfc vfc-id

すべてのインターフェイスのステータスが表示

されます。

show interface brief

FCoE VLANから VSANへのマッピングを表示
します。

show vlan fcoe

次の例は、イーサネットインターフェイスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェ

イスを表示する方法を示したものです。

switch# show interface vfc 3
vfc3 is up

Bound interface is Ethernet1/37
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x490100
Port vsan is 931
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes
0 discards, 0 errors

0 frames output, 0 bytes
0 discards, 0 errors

Interface last changed at Thu May 21 04:44:42 2009
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次の例は、スイッチ上のすべてのインターフェイスのステータスを表示する方法を示したもので

す（簡略化のため、出力の一部は省略）。

switch# show interface brief
-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel
Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------
fc3/1 1 auto on trunking swl TE 2 --
fc3/2 1 auto on sfpAbsent -- -- --
...
fc3/8 1 auto on sfpAbsent -- -- --
-------------------------------------------------------------------------------
Interface Status IP Address Speed MTU Port

Channel
-------------------------------------------------------------------------------
Ethernet1/1 hwFailure -- -- 1500 --
Ethernet1/2 hwFailure -- -- 1500 --
Ethernet1/3 up -- 10000 1500 --
...
Ethernet1/39 sfpIsAbsen -- -- 1500 --
Ethernet1/40 sfpIsAbsen -- -- 1500 --
-------------------------------------------------------------------------------
Interface Status IP Address Speed MTU
-------------------------------------------------------------------------------
mgmt0 up 172.16.24.41 100 1500
-------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel
Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------
vfc 1 1 F -- down -- -- --
...

次の例は、スイッチにおけるVLANとVSANとのマッピングを表示する方法を示したものです。
switch# show vlan fcoe
VLAN VSAN Status
-------- -------- --------
15 15 Operational
20 20 Operational
25 25 Operational
30 30 Non-operational

例：VSAN の VLAN へのマッピング
次に示すのは、FCoE VLANおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定例です。

Cisco Nexus 7000 および MDS 9000 用 NX-OS FCoE コンフィギュレーションガイド
   OL-25809-03-J 39

FCoE の VLAN および仮想インターフェイスの設定
例：VSAN の VLAN へのマッピング



手順の概要

1. 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。 Cisco Nexus 7000の
場合は、ストレージ VDCを使用します。

2. 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
3. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイ
スにバインドします。 Cisco Nexus 7000の場合は、ストレージ VDCを使用します。

4. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。 Cisco Nexus 7000の場合
は、ストレージ VDCを使用します。

5. （任意） VSANのメンバーシップ情報を表示します。
6. （任意） 仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示しま
す。

手順の詳細

ステップ 1 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。 Cisco Nexus 7000の場合は、ス
トレージ VDCを使用します。
switch(config)# vlan 200
switch(config-vlan)# fcoe vsan 200
switch(config-vlan)# exit

ステップ 2 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# spanning-tree port type edge trunk
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1,200
switch(config-if)# exit

ステップ 3 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイスにバイン

ドします。 Cisco Nexus 7000の場合は、ストレージ VDCを使用します。
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

デフォルトでは、仮想ファイバチャネルインターフェイスはすべて VSAN 1上に存在します。
VLANから VSANへのマッピングを VSAN 1以外の VSANに対して行う場合は、ステップ 4へ
進みます。

（注）

ステップ 4 仮想ファイバチャネルインターフェイスをVSANに関連付けます。CiscoNexus 7000の場合は、ストレー
ジ VDCを使用します。
switch(config)# vsan database
switch(config-vsan)# vsan 200 interface vfc 4
switch(config-vsan)# exit
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ステップ 5 （任意） VSANのメンバーシップ情報を表示します。
switch# show vsan 200 membership
vsan 200 interfaces

vfc 4

ステップ 6 （任意） 仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示します。
switch# show interface vfc 4

vfc4 is up
Bound interface is Ethernet1/4
Hardware is Virtual Fibre Channel
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
APort WWN is 20:02:00:0d:ec:6d:95:3f
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0x490100
Port vsan is 200
1 minute input rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
1 minute output rate 0 bits/sec, 0 bytes/sec, 0 frames/sec
0 frames input, 0 bytes 0 discards, 0 errors
0 frames output, 0 bytes 0 discards, 0 errors
Interface last changed at Thu Mar 11 04:44:42 2010

FCoE に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco NX-OS FCoE Command
Reference for Cisco Nexus 7000
and Cisco MDS 9000』

コマンドリファレンス

『CiscoNX-OS LicensingGuide』Cisco NX-OSのライセンス

標準および RFC

Title標準/RFC

ファイバチャネルバックボーン 5T11 FC BB-5
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

テクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。
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第 4 章

Cisco Nexus 7000 シリーズスイッチのスト
レージ VDC

この章の内容は、次のとおりです。

• ストレージ VDCに関する情報, 43 ページ

• FCoEのライセンス要件, 44 ページ

• 注意事項および制約事項, 44 ページ

• FCoE VDCの設定, 47 ページ

• 例：ストレージ VDCの設定, 54 ページ

ストレージ VDC に関する情報
同じスイッチ上で LANトラフィックと SANトラフィックを分離するには、仮想デバイスコンテ
キスト（VDC）を使用します。 VDCは、1つの物理インフラストラクチャに複数の別個の論理
データパスがある状態を維持できます。

このように設定するには、次の作業を実行する必要があります。

•専用ストレージ VDCを作成します。

• FCoEの VLAN範囲を割り当てます。

•オプションで、ストレージ VDCと他の 1つの VDCとの間で物理ポートを共有します。

共有物理ポートの場合、ポートを共有する VDCには、共有ポートに対応する VFイーサネット
ポートが含まれます。このポートは、基礎となる共有物理ポートと一致する必要があるため、設

定の一部は変更できません。別の VDCに送信元ポートを移動したり、VDCを削除すると、共有
ポートが削除され、再設定が必要になります。
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イーサネットVDCを再起動、または一時停止すると、対応するVDCで共有イーサネットポー
トがシャットダウンされます。これらのポートは、イーサネットVDCが動作を開始すると自
動的に起動します。

（注）

FCoE のライセンス要件
ライセンス製品

FCoEを実行する各 Fシリーズモジュールに
は、FCoEライセンスが必要です。デフォルト
以外のVDCでイネーブルにされたFCoEでは、
AdvancedServicesライセンスは不要です。Cisco
NX-OSライセンス方式の詳細と、ライセンスの
取得および適用の方法については、『Cisco
NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

Cisco Nexus 7000シリーズ

FCoEにはライセンスは不要です。CiscoNX-OS
ライセンス方式の詳細と、ライセンスの取得お

よび適用の方法については、『Cisco NX-OS
Licensing Guide』を参照してください。

Cisco MDS 9000シリーズ

注意事項および制約事項

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco NX-OS Release 6.1以降では、FCoEが F2および F2eシリーズモジュールでサポートさ
れます。

◦ FCoEは F2e（SFP+）モジュールのみをサポートします。

◦ FCoEは F2e（銅線）モジュールはサポートしません。

FCoE VDC

専用ストレージ VDCの FCoEに関するガイドラインは、次のとおりです。
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• FCoEフィーチャセットは、1つの VDCでのみイネーブルにします。

• FCoEにより割り当てられた VLAN範囲内で VLANを作成します。

•専用の FCoE VDCのストレージ関連の機能以外の他の機能をイネーブルにしないでくださ
い。

• 32ポート 1ギガビットおよび 10ギガビットイーサネット I/Oモジュール（PID
N7K-F132XP-15）などの Fシリーズモジュールから、リソースを専用 FCoEVDCに割り当て
ます。

•ストレージ VDCではロールバックはサポートされていません。

• F2およびF2eシリーズモジュールでのFCoEサポート、SF248XP-25にはSupervisor 2モジュー
ルが必要です。

• F2および F2eシリーズモジュールは、同じVDC内で他のモジュールタイプと共存できませ
ん。これは、LANとストレージ VDCの両方に当てはまります。

共有インターフェイス

プロトコルステートは、ポート機能により共有インターフェイスの親ポートをフラップする

ため、これを変更すると、ストレージ VDCの FCoEトラフィックに影響を与えます。
（注）

次のインターフェイスコンフィギュレーションモードは、イーサネット VDCからストレージ
VDCまでインターフェイスが共有されている間は使用できません。

• SPAN宛先

•プライベート VLANモード

•ポートチャネルインターフェイス

•アクセスモード

• mac-packet-classify

•関連する QoSポリシーが設定された VLANの一部であるインターフェイス

共有イーサネットインターフェイスはトランクモードで、他の 1つの VDCとだけ共有する必要
があります。

ストレージ VDC

OOB管理インターフェイス mgmt0用に VDCを設定するには、vrf context managementコマンド
を使用します。ただし、ストレージ VDCは VRFをサポートしていないため、mgmt0を設定する
には別のアプローチが必要です。
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次の表に、VDCとストレージ VDC用に mgmt 0を設定する方法を示します。

ストレージ VDC 用の mgmt 0 の設定VDC 用の mgmt 0 の設定

interface mgmt 0
ip address mgmt0_ip_address mgmt0_subnet_mask
no shut
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

ip routeコマンドは、デフォルトゲー
トウェイを指すデフォルトルートを

指定します。

（注）

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

値は次のとおりです。

• mgmt0_ip_addressは mgmt0 IPv4アドレスです。

• mgmt0_subnet_maskは mgmt0 IPv4ネットマスクです。

• default_gatewayはデフォルトゲートウェイの IPv4アドレスです。

VDCの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context ConfigurationGuide』
を参照してください。

Cisco MDS 9000 シリーズ：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• FCoEモジュール上のFCoEだけをイネーブルにできます。ただし、これは9250iMDSスイッ
チには適用されません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco MDS 9700シリーズ、MDS 9500シリーズ、および 9250iスイッチは、LANトラフィッ
クをサポートせず、FCoEフレームを受信して処理するだけです。

• Cisco MDS 9500シリーズでは、Supervisor-2Aモジュールをインストールして FCoEを設定す
る必要があります。

• FC-Redirectサービスを使用するファブリックに FCoEモジュールをインストールできます。
ただし、FC-Redirectサービスアプリケーションモジュールがイネーブルにされた同じスイッ
チに FCoEモジュールをインストールしないでください。

• SMEは、MDS FCoEラインカード（DX-X9708-K9）で接続されたデバイスなど、FCoE接続
のデバイスをサポートしていません。

• Cisco MDS NX-OS Release 5.2(x)では、DMM、SME、または IOAを実行しているスイッチに
FCoEモジュールをインストールできません。

• Cisco MDS 9250iは最大 32の VSANをサポートします。

• MDS 9250iは、FCoE Switched Port Analyzer（SPAN）をサポートしません。
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•また、MDS 9250iは、汎用オンライン診断（GOLD）や Online Health Management System
（OHMS）などの FCoEポート診断をサポートしません。

FCoE VDC の設定

専用ストレージ VDC の作成

はじめる前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. install feature-set fcoe
3. system qos
4. service-policy type network-qos policy-map name
5. vdc vdc-name type storage
6. system default switchport
7. feature lldp
8. （任意） feature lacp
9. （任意） allocate interface ethernet int-numb
10. （任意） switchto vdc vdc-name
11. （任意） show feature-set
12. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

FCoEフィーチャセットをインストールします。install feature-set fcoe

例：
switch(config)# install feature-set
fcoe

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

システム qosモードを開始します。system qos

例：
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)#

ステップ 3   

FCoEクラスの no-dropキューをイネーブルにします。service-policy type network-qos
policy-map name

ステップ 4   

Cisco MDS 9250iマルチサービスファブリックス
イッチは、ポリシー内に存在する入力キューと出

力キューの数を反映した別の命名規則に従います。

名前は違いますが、MDSポリシーと同じもので
す。 7eポリシーはMDSおよび Cisco MDS 9250i
マルチサービスファブリックスイッチのデフォル

トです。したがって、show running-configコマン
ドでは表示されません。 7eポリシーはCiscoNexus
7000シリーズスイッチのデフォルトではありませ
ん。したがって、show running-configコマンドで
表示されます。

（注）

例：
switch(config-sys-qos)#service-policy
type network-qos
default-nq-7e-policy

専用ストレージVDCを作成し、VDCコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。ストレージ VDCのストレージ機

vdc vdc-name type storage

例：
switch(config)# vdc fcoe-vdc type
storage
switch(config-vdc)#

ステップ 5   

能だけをイネーブルにできます。このプロセスはストレー

ジ VDCに対して自動的に行われるため、ストレージ VDC
でフィーチャセットを許可したりイネーブルにしたりする

必要はありません。

イーサネットポートをデフォルトアクセスポートモード

に設定します。

system default switchport

例：
switch(config-vdc)# system default
switchport

ステップ 6   

ストレージ VDCの LLDP機能をイネーブルにします。feature lldp

例：
switch(config)# feature lldp

ステップ 7   

（任意）

ストレージ VDCの LACP機能をイネーブルにします。
feature lacp

例：
switch(config)# feature lacp

ステップ 8   

（任意）

インターフェイスを専用FCoEポートとしてストレージVDC
に割り当てます。ポートグループ内のすべてのインター

allocate interface ethernet int-numb

例：
switch(config-vdc)# allocate
interface ethernet 2/1-2
switch(config-if)#

ステップ 9   

フェイスを割り当てる必要があります。これらのインター

フェイスは、スイッチポートトランクモードで、スパニン
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目的コマンドまたはアクション

グツリープロトコル（STP）エッジポートとして設定する
必要があります。

（任意）

ストレージ VDCに切り替えます。
switchto vdc vdc-name

例：
switch(config-vdc)# switchto vdc
fcoe-vdc
switch-fcoe-vdc#

ステップ 10   

（任意）

このVDCのフィーチャセットに関する情報を表示します。
show feature-set

例：
switch-fcoe-vdc# show feature-set

ステップ 11   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch-fcoe-vdc# copy running-config
startup-config

ステップ 12   

Cisco Nexus 7000：FCoE モジュールのライセンシング
FCoEを設定するには、FCoEライセンスを FCoEモジュールに関連付ける必要があります。 FCoE
に設定された各モジュールに 1つのライセンスが必要です。

はじめる前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. license fcoe module module-number
3. （任意） show license usage FCOE-N7K-F132XP
4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
swtich(config)#

ステップ 1   

FCoEライセンスをモジュールに関連付けます。license fcoe module module-number

例：
swtich(config)# license fcoe module 2

ステップ 2   

（任意）

FCoEライセンスを使用している FCoEモジュー
ルに関する情報を表示します。

show license usage FCOE-N7K-F132XP

例：
swtich(config)# show license usage
FCOE-N7K-F132XP

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
swtich(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

FCoE VLAN 範囲の割り当て

はじめる前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

•正しい VDCを使用していることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vdc vdc-name type storage
3. allocate fcoe-vlan-range vlan-range [from vdcs vdc-name]
4. （任意） show fcoe-vlan-range
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

VDCコンフィギュレーションモードを開始します。ス
トレージVDCのストレージ機能だけをイネーブルにでき

vdc vdc-name type storage

例：
switch(config)# vdc fcoe-vdc type
storage
switch(config-vdc)#

ステップ 2   

ます。このプロセスはストレージ VDCに対して自動的
に行われるため、ストレージ VDCでフィーチャセット
を許可したりイネーブルにしたりする必要はありません。

FCoEに使用し、VSANにマッピングする VLANを割り
当てます。オプションとして別の VDCから VLANを割
り当てることもできます。

allocate fcoe-vlan-range vlan-range [from
vdcs vdc-name]

例：
switch(config-vdc)# allocate
fcoe-vlan-range 10-30

ステップ 3   

（任意）

FCoEに割り当てられた VLAN範囲に関する情報を表示
します。

show fcoe-vlan-range

例：
switch(config-vdc)# show
fcoe-vlan-range

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config-vdc)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

関連トピック

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項, （9ページ）

共有インターフェイスの割り当て

ストレージ VDCと別の VDC間でインターフェイスを共有できます。

はじめる前に

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

•正しい VDCを使用していることを確認します。
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•すべての共有インターフェイスが、Fシリーズモジュールのインターフェイスであることを
確認します。

• FCoE VLAN範囲が割り当てられていることを確認します。

•インターフェイスは、ストレージVDCと他の 1つのVDCの間だけでしか共有できません。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface if-range
3. switchport mode trunk
4. spanning-tree port type edge trunk
5. no shutdown
6. vdc vdc-name type storage
7. allocate shared interface if-range
8. （任意） show vdc shared membership
9. （任意） switchto vdc vdc-name
10. configure terminal
11. feature lldp
12. interface if-range
13. no shutdown
14. （任意） show interface if-range
15. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

イーサネットVDCで、インターフェイスのインター
フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface if-range

例：
switch(config)# interface ethernet 2/1

ステップ 2   

イーサネットインターフェイスをトランクモードに

します。

switchport mode trunk

例：
switch(config-if)# switchport mode trunk

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

STPタイプのエッジポートにインターフェイスを設
定し、STPLiteをサポートしてループを防止します。

spanning-tree port type edge trunk

例：
switch(config-if)# spanning-tree port type
edge trunk

ステップ 4   

イーサネットの共有インターフェイスを管理上イネー

ブルにします。

no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 5   

VDCコンフィギュレーションモードを開始します。vdc vdc-name type storage

例：
switch(config-if)# vdc fcoe-vdc type
storage
switch(config-vdc)#

ステップ 6   

FCoEトラフィックに、別の VDCと共有しているイ
ンターフェイスを割り当てます。共有インターフェ

allocate shared interface if-range

例：
switch(config-vdc)# allocate shared
interface ethernet 2/1

ステップ 7   

イスは、FCoE VLAN割り当てに含まれる VDCの 1
つに割り当てる必要があります。ストレージVDCの
共有インターフェイスでは、shutdownコマンドまた
は switchport trunk allowed vlanコマンドだけが使用
できます。

（任意）

FCoEで共有されるインターフェイスを表示します。
show vdc shared membership

例：
switch(config-vdc)# show vdc shared
membership

ステップ 8   

（任意）

ストレージ VDCに切り替えます。
switchto vdc vdc-name

例：
switch(config-vdc)# switchto vdc fcoe-vdc

switch-fcoe-vdc#

ステップ 9   

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch-fcoe-vdc# configure terminal
switch-fcoe-vdc(config)#

ステップ 10   

ストレージ VDCの LLDP機能をイネーブルにしま
す。

feature lldp

例：
switch-fcoe-vdc(config)# feature lldp

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

ストレージ VDCで、共有インターフェイスのイン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface if-range

例：
switch-fcoe-vdc(config)# interface
ethernet 2/1

ステップ 12   

FCoEの共有インターフェイスを管理上イネーブルに
します。

no shutdown

例：
switch-fcoe-vdc(config-if)# no shutdown

ステップ 13   

（任意）

共有インターフェイスに関する情報を表示します。

show interface if-range

例：
switch-fcoe-vdc(config-if)# show
interface ethernet 2/1

ステップ 14   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch-fcoe-vdc(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 15   

例：ストレージ VDC の設定

ストレージ VDC の共有インターフェイス
!Enable associated features and interface to share:
switch# configure terminal
switch(config)# feature lldp
switch(config)# feature lacp
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-nq-7e-policy

switch(config-sys-qos)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# spanning-tree port type edge trunk
switch(config-if)# no shutdown

!Create Storage VDC and allocate resources:
switch(config-if)# install feature-set fcoe
switch(config)# vdc fcoe_vdc type storage
switch(config-if)# allocate fcoe-vlan-range 10-20 from vdc switch
switch(config-vdc)# allocate shared interface ethernet 2/1

!Switch to storage VDC and bring up the shared interface:
switch(config-vdc)# switchto vdc fcoe_vdc
switch-fcoe_vdc# configure terminal
switch-fcoe_vdc(config)# feature lldp
switch-fcoe_vdc(config)# interface ethernet 2/1
switch-fcoe_vdc(config-if)# no shutdown
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イーサネット 2/1は、Fシリーズモジュールを起点とする必要があります。（注）
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付録 A
プラットフォームごとの機能履歴

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco Nexus 7000：サポートされる機能, 57 ページ

• Cisco MDS 9000：サポートされる機能, 57 ページ

Cisco Nexus 7000：サポートされる機能
機能情報リリース機能

この機能が導入されました。詳細については、『『Cisco
7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参
照してください。

6.2(6)物理ポート vPCを介
した FCoE

T11準拠の FIPをサポートしています。5.2(1)FIP

この機能が導入されました。5.2(1)FCoE

F2シリーズモジュールをサポートしています。6.1(1)FCoE

F2eシリーズモジュール（SFP+のみ）をサポートして
います。

6.1(1)FCoE

Cisco MDS 9000：サポートされる機能
機能情報リリース機能

T11準拠の FIPをサポートしています。5.2(1)FIP

この機能が導入されました。5.2(1)FCoE
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付録 B
注意事項と制約事項

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Nexus 7000シリーズおよび Cisco MDS 9000の FCoEの確認済みの制限値 , 59 ページ

• Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項, 59 ページ

• Cisco MDS 9000シリーズ：注意事項および制約事項, 61 ページ

Cisco Nexus 7000 シリーズおよび Cisco MDS 9000 の FCoE
の確認済みの制限値

設定の制限は、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』に記載されています。

Cisco Nexus 7000：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco NX-OS Release 6.1以降では、FCoEが F2および F2eシリーズモジュールでサポートさ
れます。

◦ FCoEは F2e（SFP+）モジュールのみをサポートします。

◦ FCoEは F2e（銅線）モジュールはサポートしません。

FCoE VDC

専用ストレージ VDCの FCoEに関するガイドラインは、次のとおりです。

• FCoEフィーチャセットは、1つの VDCでのみイネーブルにします。
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• FCoEにより割り当てられた VLAN範囲内で VLANを作成します。

•専用の FCoE VDCのストレージ関連の機能以外の他の機能をイネーブルにしないでくださ
い。

• 32ポート 1ギガビットおよび 10ギガビットイーサネット I/Oモジュール（PID
N7K-F132XP-15）などの Fシリーズモジュールから、リソースを専用 FCoEVDCに割り当て
ます。

•ストレージ VDCではロールバックはサポートされていません。

• F2およびF2eシリーズモジュールでのFCoEサポート、SF248XP-25にはSupervisor 2モジュー
ルが必要です。

• F2および F2eシリーズモジュールは、同じVDC内で他のモジュールタイプと共存できませ
ん。これは、LANとストレージ VDCの両方に当てはまります。

共有インターフェイス

プロトコルステートは、ポート機能により共有インターフェイスの親ポートをフラップする

ため、これを変更すると、ストレージ VDCの FCoEトラフィックに影響を与えます。
（注）

次のインターフェイスコンフィギュレーションモードは、イーサネット VDCからストレージ
VDCまでインターフェイスが共有されている間は使用できません。

• SPAN宛先

•プライベート VLANモード

•ポートチャネルインターフェイス

•アクセスモード

• mac-packet-classify

•関連する QoSポリシーが設定された VLANの一部であるインターフェイス

共有イーサネットインターフェイスはトランクモードで、他の 1つの VDCとだけ共有する必要
があります。

ストレージ VDC

OOB管理インターフェイス mgmt0用に VDCを設定するには、vrf context managementコマンド
を使用します。ただし、ストレージ VDCは VRFをサポートしていないため、mgmt0を設定する
には別のアプローチが必要です。
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次の表に、VDCとストレージ VDC用に mgmt 0を設定する方法を示します。

ストレージ VDC 用の mgmt 0 の設定VDC 用の mgmt 0 の設定

interface mgmt 0
ip address mgmt0_ip_address mgmt0_subnet_mask
no shut
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

ip routeコマンドは、デフォルトゲー
トウェイを指すデフォルトルートを

指定します。

（注）

vrf context management
ip route 0.0.0.0/0 default_gateway

値は次のとおりです。

• mgmt0_ip_addressは mgmt0 IPv4アドレスです。

• mgmt0_subnet_maskは mgmt0 IPv4ネットマスクです。

• default_gatewayはデフォルトゲートウェイの IPv4アドレスです。

VDCの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context ConfigurationGuide』
を参照してください。

Cisco MDS 9000 シリーズ：注意事項および制約事項
•デフォルト VLAN上の FCoEはイネーブルにできません。

• FCoEモジュール上のFCoEだけをイネーブルにできます。ただし、これは9250iMDSスイッ
チには適用されません。

• QoSポリシーは、ネットワーク内のすべてのCiscoFCoEスイッチで同一である必要がありま
す。

• Cisco MDS 9700シリーズ、MDS 9500シリーズ、および 9250iスイッチは、LANトラフィッ
クをサポートせず、FCoEフレームを受信して処理するだけです。

• Cisco MDS 9500シリーズでは、Supervisor-2Aモジュールをインストールして FCoEを設定す
る必要があります。

• FC-Redirectサービスを使用するファブリックに FCoEモジュールをインストールできます。
ただし、FC-Redirectサービスアプリケーションモジュールがイネーブルにされた同じスイッ
チに FCoEモジュールをインストールしないでください。

• SMEは、MDS FCoEラインカード（DX-X9708-K9）で接続されたデバイスなど、FCoE接続
のデバイスをサポートしていません。

• Cisco MDS NX-OS Release 5.2(x)では、DMM、SME、または IOAを実行しているスイッチに
FCoEモジュールをインストールできません。

• Cisco MDS 9250iは最大 32の VSANをサポートします。

• MDS 9250iは、FCoE Switched Port Analyzer（SPAN）をサポートしません。
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•また、MDS 9250iは、汎用オンライン診断（GOLD）や Online Health Management System
（OHMS）などの FCoEポート診断をサポートしません。
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